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昨
年
九
月
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
四
○
年
間

占
領
し
て
き
た
ガ
ザ
か
ら
撤
退
し
た
。
身

を
よ
じ
っ
て
泣
き
叫
び
強
制
退
去
に
抵
抗

す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
姿
は
記
憶
に
新
し

い
。
他
方
、
西
岸
で
は
国
際
司
法
裁
判
所

で
違
法
と
さ
れ
た
分
離
壁
の
建
設
が
着
々

と
進
行
し
て
い
る
。
こ
の
壁
に
よ
っ
て
西

岸
の
町
村
は
分
断
さ
れ
、
通
学
や
通
勤
、

通
院
な
ど
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
日
常
生
活
に

大
き
な
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。
紛
争
解

決
へ
の
見
通
し
は
未
だ
に
暗
い
。

本
書
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
紛
争
が
ど
の
よ

う
に
発
生
し
、
何
が
解
決
を
困
難
に
し
て

い
る
の
か
を
、
紛
争
の
歴
史
的
な
経
緯
を

追
い
な
が
ら
、
丁
寧
に
解
き
明
か
し
て
い

く
。
読
者
と
し
て
は
大
学
生
や
高
校
生
、

新
刊
紹
介

中
東
や
パ
レ
ス
チ
ナ
に
興
味
を
持
つ
一
般

社
会
人
が
想
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の

体
裁
は
ち
ょ
っ
と
分
厚
い
読
み
物
と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
パ
レ
ス
チ

ナ
紛
争
に
関
わ
る
重
要
な
文
書
（
国
連
決

議
や
独
立
宣
言
、
オ
ス
ロ
合
意
等
）
の
抄

訳
が
本
文
中
の
各
所
で
紹
介
さ
れ
て
い
る

他
に
、
巻
末
に
は
略
年
表
、
主
題
別
の
主

要
参
考
文
献
リ
ス
ト
、
事
項
・
地
名
・
人

名
索
引
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
パ
レ

ス
チ
ナ
紛
争
に
つ
い
て
の
入
門
書
と
し
て

も
活
用
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

著
者
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
紛
争
は
、
一
言

で
言
え
ば
「
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け
る
先
住

民
と
移
民
と
の
対
立
・
抗
争
で
あ
る
」
が
、

他
の
地
域
の
紛
争
と
は
異
な
る
特
殊
な
性

格
を
持
つ
と
指
摘
す
る
。
そ
れ
は
、
パ
レ

ス
チ
ナ
の
地
理
的
・
文
化
的
な
位
置
に
由

来
す
る
。
パ
レ
ス
チ
ナ
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア

大
陸
と
ア
フ
リ
カ
大
陸
を
結
ぶ
戦
略
的
要

衝
で
あ
り
、
ま
た
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト

教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
三
宗
教
共
通
の
聖
地

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
を

は
じ
め
と
す
る
諸
大
国
の
覇
権
争
い
の
舞

台
と
な
っ
て
き
た
。
こ
の
特
殊
性
の
た
め
、

「
ユ
ダ
ヤ
教
徒
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
宿

命
的
な
宗
教
対
立
」、「
ユ
ダ
ヤ
・
ア
ラ
ブ

両
民
族
骨
肉
の
争
い
」
と
い
っ
た
「
常
識

の
嘘
」
が
流
通
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
著

者
は
言
う
。

本
書
は
九
章
立
て
で
、
古
い
時
代
か
ら

順
に
歴
史
を
辿
っ
て
い
く
構
成
に
な
っ
て

い
る
。
第
一
章
で
古
代
か
ら
の
歴
史
に
つ

い
て
簡
単
に
触
れ
た
後
、
第
二
〜
四
章
で

は
、
列
強
の
勢
力
争
い
を
背
景
に
、
二
つ

の
大
戦
を
経
て
イ
ス
ラ
エ
ル
が
建
国
さ
れ

る
過
程
を
追
っ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
第

一
次
大
戦
後
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
か
ら
パ
レ

ス
チ
ナ
を
委
任
統
治
領
と
し
て
獲
得
し
、

そ
の
イ
ギ
リ
ス
の
後
ろ
盾
を
得
て
ユ
ダ
ヤ

移
民
が
続
々
と
パ
レ
ス
チ
ナ
に
到
着
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
ユ
ダ
ヤ
移
民
と
パ
レ
ス
チ

ナ
に
住
ん
で
い
た
ア
ラ
ブ
住
民
と
の
対
立

が
発
生
す
る
わ
け
だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
が
事

態
の
収
拾
に
い
か
に
失
敗
し
た
か
、
シ
オ

ニ
ス
ト
が
戦
後
処
理
の
過
程
で
勢
力
拡
大

を
争
う
米
ソ
か
ら
い
か
に
支
持
を
獲
得
し

た
か
、
ナ
チ
ス
の
台
頭
と
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト

に
よ
っ
て
国
際
世
論
が
い
か
に
シ
オ
ニ
ス

ト
に
有
利
に
働
い
た
か
、
こ
れ
に
対
し
て

ア
ラ
ブ
指
導
層
が
い
か
に
脆
弱
で
ほ
と
ん

ど
組
織
的
な
抵
抗
が
で
き
な
か
っ
た
か
、

が
描
か
れ
て
い
る
。

第
五
〜
九
章
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
か

ら
、
オ
ス
ロ
体
制
が
完
全
に
崩
壊
し
暴
力

の
応
酬
が
続
く
二
○
○
四
年
ま
で
の
歴
史

を
辿
っ
て
い
く
。
イ
ス
ラ
エ
ル
が
国
家
と

し
て
の
機
構
を
整
え
、
土
地
の
接
収
や
入

植
地
の
建
設
を
通
し
て
着
々
と
イ
ス
ラ
エ

ル
化
を
進
め
て
い
く
一
方
、
解
体
さ
れ
た

ア
ラ
ブ
人
社
会
で
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
芽
生
え
、
ゲ
リ
ラ
組
織

が
結
成
さ
れ
た
。
Ｐ
Ｌ
Ｏ
は
国
際
的
に
も

認
知
さ
れ
活
発
な
外
交
活
動
を
行
う
が
、

エ
ジ
プ
ト
が
イ
ス
ラ
エ
ル
と
単
独
講
和
し

た
こ
と
、
イ
ス
ラ
エ
ル
で
右
派
政
権
が
誕

生
し
た
こ
と
等
に
よ
っ
て
、
苦
境
に
立
た

さ
れ
た
。
第
八
章
で
は
、
こ
う
し
た
状
況

に
大
き
な
変
化
を
与
え
た
第
一
次
イ
ン
テ

ィ
フ
ァ
ー
ダ
（
一
九
八
七
年
〜
）
が
イ
ス

ラ
エ
ル
占
領
下
の
西
岸
と
ガ
ザ
で
い
か
に

発
生
し
、
紛
争
の
展
開
に
ど
ん
な
影
響
を

与
え
た
か
が
詳
述
さ
れ
る
。
続
く
第
九
章

で
は
、
オ
ス
ロ
合
意
と
一
連
の
和
平
交
渉

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
こ
の
交
渉
で
パ
レ
ス

チ
ナ
人
に
認
め
ら
れ
た
の
は
何
か
、
な
ぜ

交
渉
が
行
き
詰
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
が
、

描
き
出
さ
れ
る
。

ナ
チ
ス
に
よ
る
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
産
物

と
し
て
の
イ
ス
ラ
エ
ル
と
、
そ
の
イ
ス
ラ

エ
ル
に
よ
っ
て
土
地
を
追
わ
れ
人
権
を
侵

害
さ
れ
続
け
る
パ
レ
ス
チ
ナ
人
。
両
者
の

紛
争
を
解
決
す
る
に
は
、
著
者
が
指
摘
す

る
よ
う
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
＝
ユ
ダ
ヤ
人
の

迫
害
に
対
す
る
不
安
を
取
り
除
き
、
同
時

に
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
権
利
と
人
間
の
尊
厳

を
回
復
す
る
よ
う
な
、
国
際
的
な
保
障
の

枠
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
パ
レ

ス
チ
ナ
紛
争
が
発
生
し
た
二
○
世
紀
初
め

同
様
、
今
も
大
国
の
利
益
と
合
致
し
な
い

声
は
政
治
的
な
力
を
持
た
な
い
。

イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
間
の
対

話
を
試
み
た
人
々
を
と
り
あ
げ
て
紹
介
す

る
コ
ラ
ム
に
は
、
双
方
の
立
場
と
歴
史
を

踏
ま
え
た
相
互
理
解
を
希
求
す
る
著
者
の

姿
勢
が
表
れ
て
い
る
。
著
者
は
パ
レ
ス
チ

ナ
で
医
療
援
助
を
行
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
も
活
動

し
て
お
り
、
パ
レ
ス
チ
ナ
紛
争
関
連
の
海

外
の
新
聞
記
事
を
翻
訳
し
て
メ
ー
ル
で
配

信
し
て
い
る
。
筆
者
も
こ
の
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
を
利
用
し
て
い
る
が
、
紛
争
の
展
開

や
、
紛
争
の
中
で
の
人
々
の
日
々
の
暮
ら

し
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
蛇
足
な

が
ら
最
後
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

日
本
パ
レ
ス
チ
ナ
医
療
協
会

http://w
w
w
1.ttcn.ne.jp/̃jpm
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（
た 

か
は
し　

り
え
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
図
書
館
）

奈
良
本
英
佑
著
『
パ

レ
ス
チ
ナ
の
歴
史
』

高
橋
理
枝

明石書店、2005 年


